授業記録 『日本はどのようにして開国したか』 : 高校日本史B：阿部正弘と林復斎による外交交渉に学ぶ by 石川, 学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’　・」一　　　　　　　　、・
　　　・～高校日本史β・阿部正弘と林復斎による外交交渉に学ぶ㌘・τ，’
：・1　’一ニー㌧　∵∵　㌧　1　’・’’9．∴・・二1・い石寸1レ∴1バ学
・↑1はじめに　　∵『一’　　　　．　　　　”、　　　　、い「
　敬和学園高校では、日本史は日本史B1（縄文・弥生時代～鎌倉：室町時代）と日本史B2（戦
国時代～第二次世界戦前後）に分かれていて、各3単位であり、・2・3年次でめ選択であ
る（B2は3年次で履修）。他に日本史Aがある。これも2・3年次での選択である。’∵
・・ Q000年以降：日本史B2を担当してきた。日本史Bを選択している生徒の中に二歴史が
大嫌いという生徒はいない。’しかし、「暗記するのが苦手」「年号や人名が覚えられない」
と嘆く生徒は多い♂生徒にとつて、学校で習う歴史の授業において、「暗記」1は決して切
り離せないもののようである。　　　　　　　　　　　　　　　　・・7’亀．’．’　　：
．『子供たちは歴史を暗記ものだど思っている。この通念の形成にご教師が二と役買って
いるのではないか。教師は彼らのために大事なことを板書する∴子供たちはせっせとそれ
をうつして試験にそなえる。歴史の授業の中で子供たちは、可哀相に、’一生懸命ノコトを
1とる以上のものに出会っていないのである。』（1！林竹二のこの指摘は今も新しい。、従来の
筆者の授業も∵この指摘がズバリとあてはまるものでしかない。’，二∵　　　一
：ぞんな中で、「「歴史」は暗記モノではない。自分なりの解釈があっていいご自分で感じ
たことを表現していい。場合によつては、もし○○○だったら、この時代に△△△なこと
があったかもしれないし、今の口口口は全く違ったものになっていたかもしれないと、大
いに想像を膨らませていい。そんな科目であることを体感してほしい」と願ろて1：2000
年以降授業に取り組んできた。　　　　　　　　、”∵い，∴’∴い，パ∴．㍉”‘
”何か一つ、過去の政治状況や経済状況なりをきわめて具体的に描くことが出来で（・その
中に生徒を導き入れてたっぷりと情報を与え、ず考えるに値する問いを発すればご，生徒は必
ず自分で考える。感性豊かに自分の生き方や社会の在り方を重なり合わせて思索を深めて
いこうとする。その時、きっと彼らの目は生き生きするはずである云歴史の出来事を自分
とは無関係なこととしてではなくとらえることが出来れば丁過去に生きた日本の人々に、
今の自分が学ぶものがある」という気づきを引き起こし：「過去の人々べの敬意の念を抱く」
ことにもつながる。過去の日本で起きた出来事の中に、あるいは人物の生き方の中に；こ吟
の自分が1この日本に住みながら人生を充実して生きていくときのヒントやエネルギrが豊
かに含まれている’と感じてくれれば、’実にありがたいことである♂本論はそめ新たな試み
、の実践記録である。’㌧’：∴‘1：り：．d”・｛ll：．　：・㌦こづミ‘．‘；，、；・□三・］∵二いに，Uな｝（：、1
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国」の場面ば二星徒だちが自分なりたいろいら著え活どとが出来る格好の教材であるとい
える。（2）
　多ぐの生徒に1どっでi開国といえば黒船の来航であり、黒船といえばペリーである。「江
戸時代、幕府は鎖国をして国を閉ざしてしまったので、世界に取り残されてしまらてい
た↓玉「産業も軍事力も遅れていた日本はい黒船）（ペリ≡）三によらて、二無理やり○しかし、
ようやく開国させられた」、；つまりlT強引なアメリカにようてご日本の悪習である鎖国が
破られたのはかえりて良かつたんだ」というような開国のイメ「ジを多ぐの生徒が持って
いるぶそ：こに・どんな外交交渉があらたのかは想像の外であり．ζせいぜい：「交渉にあたっ
た幕府の役人は㌧なすすべもな、く、．，ペリーに押し切られた』であるb∴その際何語で交渉
したかさえも㍍思考の外である。（3）単に、黒船一開国一明治維新という言葉がつながつて
いるだけの生徒もいる。　　　　　　　　　　　　　　　～“ヂ∵ごつ、ぷ㌧’パゼぷ
1｝’だが、’このような見方は、：実は教科書の記述に沿ガものである。，・∴ダ㍑、㌔ぼ・’、‘
ぷ現在ご敬和学園高校で使用じている桐原書店『新．日本史B』の記述は以下のとおりである。
ニコ853‘（嘉永．6）一年ミ｝アメリカ東イン，ド艦隊司令長官ペリコは、軍艦4隻を率いて浦賀に
来航じ、。フィルモア大統領の国書を示して開国を求めた。7幕府はペリ巴の強硬な態度に押
されて国書を受け取り、翌年春に回答する’ごどを約束した5：（中略）1854（安政元）年1ペリ」
は軍艦7隻を率いて再び来航じΦ強硬に開国を迫つた。幕府はやむなぐその要求を入れ、
日米和親条約を結んで、三①薪水1・喰料ω石炭を供給するため、’下田・・箱館一（函館）、の2港
を開くパ②難破船ミ漂流民を救助する↓．、③下田に領事の駐在を認める；く④片務的最恵国待
遇を与えるぶなどのこと：を約束しだ。’（注・：下線部引用者Σ　パ　‘：パ1∵∵㌧∵べ㍉．㌧；
　他社の教科書の記述もほぼ同様である。（4）　　　　　　　　二：・、’dジニ，，，∵‘1∴
（、じかじも，こうじたア方的な論アメリカの軍事的圧力になすすべもなく屈したという見方
はぶ今日までの歴史研究の成果を十分に踏まえたものであるとは言えないのではないだろ
うか：（i～1沿○ぷ；、f’ICぼ、ご式ピ：い　…°く、∵s二三、い、ご・ドi二㍑、，ll∴　○、○∵ビ
バ受け身的と見られがちな開国の交渉において、【旧本は主体的であつた部分があづた。シペ
リ≡来航は確かに外圧以外の何物でもないが、・丁開国」：に際して、’その後の日本の政治の
あり～よ’うに大きな影響を与える大きな改革が行われている6それらの政策の中心を担った
のが老中首座阿部正弘である⊆この人物を中心にじてぶ2時間の授業を組んでみた6・1’，こ，
：＜ 舞Dの来航は日本に危機をもたらした6“しかしい当時、’徳川家による幕藩体制も幕府の
支配力が低下するという危機的状況にあづた。，外側からの危機（外圧）ぐ内側からめ危機（内
圧）にさらされた幕府をどう保ち続けていくか、これが阿部正弘に課せられた課題であつた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　その課題の解決にあたって、阿部は大きな決断力と実行九∵見事な調整力を発揮する6
一見して、優柔不断に見えないわけでもないが、∵その実ご巧妙な策で、幕府・ご諸大名をま
とめ上げていくその手法は、㍉国全体の利益を見据えたものである。1彼以後の政治家の中に、
もし阿部の資質と行動力を受け継ぐ者がいれば、’i明治維新のあ．り方もずいぶん異なったも
のになったのではないかと筆者ば思う。パ☆∵r．∵1。勺∴：ズ。ヂジ’ヰ晴ぐご，1］　：：：㌶
　外部世界の情報を得ていた阿部は「もはや開国は必至］・と感じながらも∵その「開国」
という難題をどのような内部の体制で乗り切つていくのかの青写真を描くことのできる数
少ない人物であった。彼が思案したのは、単なる幕府権力の存続ではなかった。さもなくば
「開国」の意味するものを彼は見誤り、国内の政争の中で憂き身をやつすだけの政治家で
しかなかったのではないか。阿部は「日本］1を意識しこぞれを創り上げるために行動した
最初の政治家であろう。彼は捜夷派の激じい抵抗に遭いながらも内部対立を調整しξ戦争
（武力衝突）を回避しつつ日本の面目も保ち∴死傷者を÷人も出’さずに開国させた；武力
で威嚇され、脅がされて相手の言いなりになつて開国しだわけではない。ペリーは自分と
交渉した日本の役人に、将来の手ごわい相手を読み取づている。㌧一いへ　　‘∵”時；、
　こうした阿部の政策に生徒たちが学ぶごと…感じる’ことは多い㌫たとえ国際社会への関
心を持っていなくても、国際社会における今の日本の政治や経済に対して誇りを持てずに
いたとしても1日本という国で生を与えられているごとへの感謝などは皆無に等しいとし
ても、もともと歴史には興味も関心もないとしても、ぞういう生徒たちの心め中に、「開国」
の授業によって少しの「学ぶという事件丁を起こし、彼らが自分で疑問を感じ、自分で何
かを考え始めるきっかけが得られたらと願っている二∵　：＼∵∵一∵／㌻
　現行の学習指導要領によれば、「日本史B」Wの目標は「我が国の歴史の展開を｛世界史
的視野に立って総合的に考察させ∵我が国の文化と伝統の特色についての認識を深めさせ
ることによって、歴史的思考力を培い、㌣国民としての自覚と国際社会に主体的に生ぎる日
本人としての資質を養う。」とある。　一　　　　　　　　　　…　　　　　・　一一　l
　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　さらに、‘内容（1）歴史の考察においては、．「歴史を考察する基本的な方法を理解させ
　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iるとともに、主題を設定して追究する学習、地域社会にかかわる学習を通してご歴史への
　　　　く関心を高め、歴史的な見方や考え方を身に付けさせる」とある云またぐ：内容の取扱いにお
　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ける配慮事項として「我が国の歴史と文化を、各時代の国際環境や地理的条件などと関連
　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
付け、世界の中の日本という視点から理解させること」や「歴史上の人物の果たじた役割
や生き方などとかかわらせてとらえること」と挙げられている二㌦　ご…i：ひ’（I」｛　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このような学習指導要領に示された学習の内容やその在り方にきわめて合致した授業が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「開国」の内容で展開できると筆者は考えている。　　　　　　　　一一　　　一
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3～輪授業計酊（授業の中で考えたい○と）1∴ゴご三パζi；㍍プでごζご、二ぱ㌧ぐ〕1烈ζ㌻・
三ζ第1時汀ペリ［が持ってきた白旗の意味と老中阿部正弘の政策」∵∵：㌻∨∵ゴ」∴
’事；喧ペリ：一が幕府に送つた白旗は．「戦わずに降伏せよ」＼との意志表示か：一二”：：∴∴弓
1パ・〔全国の諸大名に米大統領親書を公開じたのはなぜかf㌍ぷ疑言こ1：ざ、∴FiJ6
　第2時」阿部の政策の意味と林復斎の対応」・・：《授業記録》㌢㌣㌫∴；うぷ二1・鱈二；パ
tl∴∵林復斎とペリLの交渉め意味ずるごとば何が∴1：：ぶ。1∫∴‘∵ご：∵；こ㍉1∵，1ぶ
∵1’⊃捜夷派への対応策はどのようになされたか∵ジ1∵ごぱ、；、，’｛∵言㌍∵二…≡1：1
：∵／　“　パ　㌦∵㌻：ご・ぼ、、膓』∵∵”∵：．素」ご∵∵1：ご＼∴　；ジ，，　一
炬板書の内容∨一：パ：1・：㌃∵ジパ’．∵’，ピ　㍉∵∵∴パ’∵・’㌧1、’：∵　：∵P
（第1時）ニテー∨’「日本ばどのようにじて開国しため？ゴ∵　・∵∫二∵1ケ（・ゴ、（㍉．三、1
1843年、9月　・老中ll阿部正弘門《45年に老中首座どなる）金’［二1’．　r・∵、1∵．∵．い
ジ：44年頃パ川琉球’：米ぐ仏∴英の求めに応じず鎖国維持．‥　へ㌻’∫．…一㌧　ぶ∵＼｛、∴）
‘：52：年L㌍一幕府∴．米艦隊1〈ペリ÷）i来航の情報得る一、（オランダ風説書），」：．ご’、｛㍉㌻
　53年6月　　ペリー、浦賀に来航‘久里浜に上陸．〉：∵・∵’．．；∴：バジlrl∴、」：¶∵’
［山　’∴’い咋’国書提出　く白旗2｛本〉を提供∵・三・：自分の考えは．？「～「：一…㌃、1｛’1プ、
二1ζ㌍㍉：｛一㍉㌻ぢ誤1∵　，・∵ぶ．、r，一　　’　ご∴：；∴、：町．r＾’，，、…∵・1．．、二s
二（白旗の意味につ礎ての生徒の考え）ビ　、＼仁∵q二；’㌧に・’．戸）：∵∵∵己’
．：ぼ〕｝パ2本で日本二ごだがら一緒に日の丸と、’アメリカ国旗を描こう二‘、㌧，’∵∵’、’
㍉～パ・自分の方が相手よりも下　’．　　　∴　・二　’．∵　　i吐：㍉、　、’1ハ
　　　　・タテマエとして（開国させる）∫ためにお願いする感じ㌧ミ、　∵　　⇔∵
ご∵：li∴二1自分にはヤマジイことがないことをあらわす’、’、⇒：1　　…　㍉∵、
”㍉パパ最初がら・・「おまえらい降伏せよゴ、という意図Ol：：1∴’㌍，，ンいご…：∴・：の
ll（白旗を渡したペリ’≡め意図）‘恒・・単なる汀砲艦外交上ではない㌍㌦’、・∴、：∵∵、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　げ　　　1　　ら　！　・　　・　1
㌔アメリカは正義い（万国公法）、の実現を求める。戸甲　”‘…　パ∵
鎖国（通商を断る）1、は天理に背く。’すなわち罪である；○：一∴W‘∵
しその罪をあちたぬさせるのが文明国アメリカの勤め』∵’‥←．ピ∵，ll　、
lll（この我々の要求に従えないのであれば）＿1㍉パロ　・）、パ・、、二　ご、
、日本は国法により、戦う琴し（防戦すべし）∵戦えばわれわれが勝つ二・
そのとき和睦を請いたければ白旗を立てよ。㌧∵．・：．1、：ご　∵　∵ビ∴．
、1そうすれば、’砲撃を止める。；∴『ピン∴門・；’．ア…㌘：：：パー』∵
；∴　　こミ
1㌧　㌧し・
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（幕府の対応）…待ってくれ，　　　　・二　．’　　　　〔∵二＼ξ’．、1）∴二　、1∴
∫1謬Qもじζ∴この時、幕府が工なめられだ。1」可名誉を傷つけられた。生などど、，カッとなっ
　　　ていれぼ、戦いがあったかも？　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌣㌧．
（阿部の胸の内）
ブeぐどうじたらギ鎖国を続けられるかごその方法は何か↓「i二㍑〆∴しぷ蕊（ぷ：㌻謡㌔i！㌫
一［1‘q噺：i一もじ開国をするとすればどのよ1うにして開国するか。・パ　ゴ　㌻∵∵㌧5
；さ烈づまり日本が、　アペン戦争で英国に敗れご欧米列強に不平等条約を押じ付けられた
こ…」清国めよう’にならないためにはどうじたらいいか？→㌻」ジ．ゴロ㌍1三ぼ
パ7・月∵，へ阿部正弘∴開国め可否を諸大名に諮問二・∴なぜこんなごとを？∴一∵
　　　（宿題）阿部がなぜこんな前代未聞のことをしたのか考えてく：る∵’1㌍1ご’1
　　　　　　　　　　’メ：㌻1－1∴ぶ’1パさ：恒」．：＄∴、、㍗∵C　∴㌻ぺ；∵’”㌧∵1）
（第2時）米大統領の国書を諸藩に公開した結果二戸∫：∵◇二∵＜ぼご：’百一川ン・：川］｝
、㍗・∴llだ’i・パー亨ご「嬢夷」ゾがほとんど∵：阿部の想定の範囲内｛ぷ、三／べ㌶にご∴：
川幕府の中の争い：捜夷∫（外国船は打ち払えT）・’派WS：’開国派S　ご1㍍〔’コ㍍
　　　　徳川家の危機　⇔　日本の危機……阿部の危機意識：1：∵、∵呂　ゴ∴
　　　　　　　　　ト、ご、江何が何でも戦争は回避したい。戦争になれば必ず、植民地にされてじまう。吟め幕
　口府や諸藩め防備ではにどてもアメ（リカ“にかなわない。ゴ∴∴、：1’∵二1㌧∵
1854年1月“一ペリ㌣艦隊・（7隻）二再来航ご横浜沖で交渉始まる二　，：一’二ぷ；｝＾∵
　　　　　　　　　　　　　だいがくのかみパ幕府応…接係1「林二（復斎川大学頭民とペリ÷とのやり取り。（外交交渉の実際）二㌧∴、
　1　ミ　　　　　　’　　”　　　　‥　　’　　　　　　パ　・”　　r、　』、】　一　⇔’　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之　、×．‘　　一　　τf　鳴　　一〆　　　　←’　　　　　‘　’　い　゜　パ
1’ペリー：’もし、噴国においてこれまでの政策を見直ざねば、づまり、・、開国せねば、
∵∵：一多数の人命に関わることだげに「敵国」‘とみなす。∵（戦争も辞さず）＼∵
：林復斎：我が国は人命を尊重じご善政をしている二にもかかわらず、：非道の政治と
　｝　　いうのは迷惑千万。貴国が人命尊重をいうのであれば、我が国も同様。双
　　　　　方とも、積年の恨みがあるわけではなし。　　　　　　　　　　　　　　　．
㌧ウ日、」強いて、武力に訴えるまでもないのでは？、三∴，4iパ∵ジ、∴C∵㍉llい
・∴ P∵∵双方は戦争状態にあらずご従って和睦の必要もなじ。パ∵∵」一λに㍍
　　3月3日　「日米和親条約」調印（神奈川条約）　　　∵〔い、　　　　∵
　　　→①薪水・食糧の供給　②難破船の救助　③下田・箱館の開港・、・
い・：・1→アメリカが強く要求していた自由貿易を認めず…、∵／．二
1855年10月　老中首座一堀田正睦・づ（阿部は次席に……2年後病没）　　　　　，．
1856年7月：アメリカ総領事ハリス下田に着任“通商を要求”∴　　　．＼　∴
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5．授業記録（第2／2時）　　　　　　　　　　　　　　録）㌻・　∵パ：ごン∵、～○、、、
い以下、初めて日本史を担当した2000年度の授業の様子をテ≒プ起こし1したものの抜粋
を記す。㌔　　　　　　　一　　　　　　　　　　　’．∵∴：．一耳．㌧　1∵、こ㌻
　　　　　　＞　　　1、　　　　＼　　　　　…　　　　　　　：φiぐ、璃輝i）
石川：今までの流れを簡単に振り返ります61日本はどのように’じて開国してきたのかって
　　いう問題です。1853年の6月にいパリごが浦賀にやづてきまじたこ久里浜に上陸し
．【p、こて、’アメび力大統領の国書を持つてきてミ1．ついでに白旗をぐれて二く∫絶対、．開国しろ」
　　　と迫りました。そして、すぐには答えられないだろう、からご返答する期限を1年与
　　　えてやる。：そう言づていつたん引き揚げました6．結果的にペリ，≡はご11年たたない
　　　内に再び日本にやりてきました。ず∴：、　・i’∵∵1、：1∵、二1、：吉≡、’、ビ、～：二∵芦
　（授業の始まりではいつも前時の復習をしながら内容を確認する。）
石川：ペリーが再びやってくるということをい阿部正弘は当然覚悟していましだぶその
　　　時どうするか、その対応を彼は彼なりにいろいろ考えていました。その時の日本の、
　　特に各大名達が一体どういうような考え方で、i黒船の来航をとらえていたかつてい
　　　うと、主に「嬢夷」という考え方です。・∴こご：㌧，・、∴．、、○．llぱ
石川’：撰夷というのは：，［外がらやつてきた悪いやつを追っ払え、∵追っ払うのは当然だ、
　　　外国船は打ち払え、徹底的に日本の国を守るべきだ。」：ζとし、；う考え方㌧それに対し
　　　て開国派がいて、「アメリカにはかなわない。i仕方がないから開国するしかない6」
　　　大ぎく分けてこの二つ。幕府の中でこの三つの考え方に割れていました詰そこで阿
…　部正弘はsこのアメリカ大統領の国書ミこれをすべての大名にv譜代だとか、親藩
i　　だどか、まあぐ徳川一族に近しいそういう大名だけではなくてこなんとかつては敵
　　　として見なしていた外様大名にまでぐ全部情報を公開したんです☆でごいつたいな
ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
・　　んでそんなことをしたんだろうか考えてこい、喝ということだったよねよ1君、何で
i　llこうV、：うこどしたの、？：．二∴　・ピ：∵　：”，メ㌣，，♂　ひ．・』、　三，・．▽－　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
石川：アメリカ大統領の国書などの．トップシーグレヅト・は、1幕府は、ず一・つと、他の大
　　　名には隠しておったんです。、で、・国の政策を決めるに当たって：㍉他の大名に相談ず
　　一る、ましてや、外様大名に相談するってことは“絶対にあり得ないことだったんでず。
　　　なんで、それやったの？　　　　∴∵ヨ　　’W　∴　ジ∴∵、1．’：「　1　；：いl
I君：前にそうしたことがなかつたから…∵㌧（㌔・ぐ蠕∵’“．∴1㍉ゼ∵づ㍉一
石川：前にそうしたことがなかったから、｛どうザしていいかわかんなくてこまごまごしちゃっ
　　　て、とにかく誰でもいいから知恵貸してつて感じだろうか？　「・，。　；、・・∵二三烈
　　　みなさん、ちょっど阿部正弘になったりもりで考えて。1これは幕府の慣例を破るこ
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　　　とです。今までのしきたりを破るつてごとですbzl∴でパ、、∴一㌶：’1．ぼ
石川ζ．これ：（情報公開）二をやつたことのプラスは何だろうか？ひ∵∴パ・1∵　ジ：i”
生徒田・：∴∴㌧・’三．パ・二㍉’∴、ご㌻llパ　1、，．㌻　㌦li』　　イーτパニ，∴、
石川憲考えづかない？i：i：λ・∵；’！ぼ・≡；巳∵㌻、～．　㍉∴　”，㌍∴：∵
…（中略）に，，∵’二ニピ∵，∴三〇㌻（ぷ・ご／二・：ごに盲∴○：、ご’ぶ㍉ぼご㌧∵㌍
石川ゴそれまでほら、江戸城にいる殿様らて何してんだづけ？　参勤交代で江戸城までやっ
こ．∵τそきて、毎朝将軍に挨拶したあと何してんだらけ？㍉㌧にそ
生徒ゴ世間話。’、‥○∴’㌍㌍　∴　　　　‥ぺ㍉二’≠∵パ㌧∴宇　‘｝←’
石川・：㏄世間話。要するにご政治には関与しないっていうのが習わしだつたでしょ！？特に
　　　外様大名はね。それを今度は、一堂に集めで実はこれこれこういうことがあって…、
　　　いきなりやるわけでしょ。そして、「大変だ一っ」ていうことを詳しく聞かされれば、
㍉玩聞かざれた人はどケいう気持ちになる？　・　㌦シ　ー　∴．　　　∵．1三…W，l
A君：不安になる。しご二、六三’ゼご∵　　　∵　　”　『1　　∵三∵’こご二
Tさん：：幕府もたいしたことないジ1、、
石川・1幕府もたいしたことない？日他の大名が「俺が日本を背負って立つ。・幕府にはまか
S・にせておけねえゴというような気持ちにならてくる感じかな？㌧　　二ご☆＿
Tさん：：そんな感じ。’一　　’・で　∵コ　τ∵．：’　　　∵ジ∵．：か’㌧
T君：団結力が出てくる。　　㌧＼∵　ジ　’ぷ」，ス　　〔
Kさん∵みんなに言いふらす。ご　’：．　　呼　　’”　　　　　ρ　　’㍉　ゼ
石川：’みんなに言いふらす？！なんて言いふらす？∴　　“　’　・’
Kさん“：やばいって；そうすると周りの人が、動いてくれる。．，一’㍉’…
石川、：ITさんの意見どちょつ，と近いかなご　　1’　∵　∵　．　・∴
い（中略）　∵、、∴　㌦、、∵’∵にるい　r、　　　一マr∵　・パ　’∴　：　∵∴、・・
石川：：、当時こペリ「が来たら、：’こうしようああしようというのを決めることが出来たのは
∵三徳川家ですね。では、黒船がやつてくるということは、徳川家にとつて、何なのだ
川♪1ろτケ？’∵　∵　　f　二　▼　宣　。　，　　’、　　一　　　’ぷ∴ハ
生徒：やばいこと。　で、1∴、∵　　・パ　　．　　　～　　‥　　㍍，、一・
石川：「やばい」1つまり「危機」ξですね。これは単なる徳川家の危機ではないですね↓i老
1，∵中阿部正弘が各大名に情報提供、「みんな大変なんだ」，「知恵を出してくれゴと言ら
；：∵，トたことによってこ徳川家の危機が、；日本という国全体の危機になつてぐるわけです。
”1ニドだから徳川家の支配が、どうのこうのという問題じゃあなくって、’もう、日本全体
　：いが諸外国とどうおつきあいしていくか∴そのつき合い方を間違つたらエライことに
　　　なる、っていう、そういう危機意識っていうものを、みんなが持つ、二その必要を阿
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∵．　部正弘はたぶん、感じたんじゃないでじょ・うが！ぶ1弍る」〈汚’三：・きべ寸三
石川：で、∵r君が言ってくれたこの団結力。’これは実は江戸時代を通して徳川が≡番恐れ
　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
’　たことでした。徳川に対して各藩が団結して反乱などを起こさせないようにいろん
　　　な工夫をしたわけです。参勤交代から何からね。とにかく団結させないぷ経済力を
　　　つけさせない、反乱を起こさせないためにやつてきたんだけども、でも、この∴ペリー
一・eごの来航つていうのは、そんな問題を考えてる場合じゃない。，だから、中にはおれが
　　　日本を背負って立つという入がでてきてほしいだろう以こ周りの人、そういち人た
　　　ちの力をなんとか借りてでもとにかく、この危機的状況は乗り切らなければならな
へい Cい。：という，ことで、すべての大名が、旧本国にとつての危機なんだ、、そういう意識
．誤を持つてもらうことだつたのではないだろうか。’∵バ∵三　可∵：：1り∴
／（中略）・こ1∴一一ご一・　’　　　二：　　勺　、　／∴．キ：（’∴・パパ、，㌧ぷ
石川：そして、情報公開したことによって、“国内では大名によって意見が違う1つていう
　　　ことが起きてきます。「外国は打ち払え」「鎖国を続けるべきだ」、あるいは「いや、
　　　そんなことできない」「もう開国して貿易した方がいい」「貿易によつて国を富まし
・・‘?o’た方がいいゴとか。みんな好き勝手に意見を言い合う状況にもなつてきた↓1今度は
　　　それをどうやっでま「とめていくか。阿部は頭を使います。国内をどうまとめていく
　　　かという問題と、アメリカとどう対決するかという問題と、つまり、内憂外患。非
　　　常にむずかしい舵取りを彼はしなければいけない。　　　ぺ　　∴一　㌦　1”
石川：ペリーが横浜にやってきた時、「林復斎」という幕府の役人を応接係としてペリー
　　　と交渉させます。ペリーはその林に対して；こういうふう1に脅しをかけてくる6、「ア
　　　メリカにとって、日本という場所は捕鯨船がやってきて、二燃料や食料、水を積んだ
　　　りできる非常にいい港であって、その港に寄ることが出来るかどうかは、1捕鯨船員
　　　の命に関わる。嵐で難破した場合の漂流員の救助の問題もある。だから、日本の開
：甲@国は我が国にどつて、我が国の人命を守るという意味で、非常に大事なことなんだ。
　　㌧だか．ら；絶対に開国せよ。｛：さもなぐば、・戦争も辞さず∴そもそもい万国の公法を我々
　　　は実現しようとしているんだから、その正義の願いを君たちは達成しなければいけ
　　　ない、協力しなければいけない。我々の正義の実現に協力せよ。」　一∫“
石川・：i皆さんがそうウいうふうに言われたらい林復斎の立場で何と答える？・・∴　い；、、
石川ざ林復斎は阿部正弘に交渉を任されています。、「これ言らてダメだろたら、その次これ。
．÷’1それがダメだうたらさらにその次ピ」ム’と、；いくつかの段階に分けて、．譲歩策を阿部
8’ 謔ﾍ用意させています。’ただし汀その交渉の成り行きに関じてはく1一切おまえに任
バむせるも」：「いちいちその内容を俺の所、江戸城に来て報告するな。・］「おまえに任せた。」
li：・・i’と言ってるんです。＼　　い1㍉　一・∵　　，ぶ”に1’∵：．　∵
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石川ご「だから、港の≒つや二つは開港してもいい。ゴだからる鎖国ということは、・もなや
、㌔ぷ現実的にはむずかしいこしかし、一方的な開国も避けたい。そしそ何よりも、戦争
ご1・へﾍ避けたい二力ずくで負けさせられて、さらに不平等な条約を結ばされたら大損だ
　　　から。港の一カ所ニカ所開くぐらいのことはするけども、こそれをいきなり最初がら
　　　言うな、ということです。T∵．　f　　　　　　’　一、∴　《　’・一∴　：・1㌧、
、石川：→でごこめニペリーの言葉に対して君たちだったらどう答える？へ　：・∴：竜、’
石川．三林復斎め答え方はこういうものです。「あなたの国二アメリ1カが人命尊重どいうこ
　　　とを問題にして言うんであれば、我が国はとっくの昔から人命を尊重している。あ
：　’なだ方の国と同じだ。’そういう我が国に向かって、あえて武力に訴えるまでもない
　　　のでは。「開国をしないと、攻撃するぞ」ということの方がむしろおか、しいんじゃ
　　　ないですか。」ペリーに対して、パチッと言います。ペリーはぐっと答えに詰まった、
　：　そういう場面もあったようです。　』，　・，τ：∴1、。ll∵　　－1．・、・．一’、
　（中略）
石川：最終的には「貿易しません。もともと戦争しているわけじゃないから和平もありえ
　　　ない6まあ、友好的な関係でお互いおつきあいしましょ。」どいう、sわりと平等な
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　関係をつくって、そして、交渉は一応終わり∴　”．　一ヨ∴　　＾，・三∵1’チ
石川：この時、日米和親条約を結ぶにあたって捜夷派から相当な反発があったんです。「鎖
　　　国を続けよ」「外国のために港を開くなんてとんでもない」とか。こういう考え方
　　　の人達をどうやって黙らしたか？　阿部は、捜夷派の親分、徳川斉昭という人物に
　　’対じてT交渉はすべて林復斎にまかせてる。まかせた結果、’港を開けるというこ
い∵　とになってしまった。アメリカもそういうふうに、（受け）諏っちゃつたんだから、
　∵　仕方がない。」「まあ、こうならたからには、何とか皆さんで、よろしくためみます8」
　　’と言づてる。〔　　　　　　　ピ　”　　　　∵蔦　一’晦　∵　∵1、　＿二
生徒：あと5分。（ここから先の5分間は、生徒から質問を受けたり、感想を言らてもらっ
‘　たりする時間に充てている。そのために生徒に時間を見てもらつていてぐ時間にな・う
一　　たら「あと5分です」’というコールをしてもらうことにしているC）
W君：先生、］白旗の話の時に㍍正義が、・アメリカの正義が実現されるとか言らてたじやな
…　＾いですが？卜1アメリカの正義って何ですか。　、　’　ご　」∵、，　∵一㌧㌧
石川：船が遭難したり、食料求めて港に来たりしたら助けてほしい。お互いに交流じて1
　　’貿易もじたらいい二これらは人々のためになるかち。’それは正しいごとよしがじ、
　　　日本がいつまでも鎖国をしてればそういう’ことしてもらえないでしょ。・それはダメ
　　　でしょγということかな。ζ　㌧：，ド∵、　　’・∴㌧∵∵　㍉｛i∵　・∵1：〔
W君∴だつたらご、空砲鳴らじて脅しだりしなくてもいいんじゃないの？　・，㌦バ㌧：’∵、
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石川三ペリ「としては断固たる意志を見せつけ、冗絶対開国せよ上というごとを迫るため
・，ドには、．必要だったんです。1ぺ拒」はイ実弾を発射Uてはならぬゴと言われているん
こ（．三です、アメリ、力議会から。’1「絶対に戦争してはならない止と。だから、威勢だけはいい。
W忌：1アメリカの正義は今もあるの？．1ニ　パ㌔二、〉．∵：∴1’、＿’言○
石川：正義というのは今もず一っとあるかっていうこと？1’三㌫。∴㌧、∫：ご，
N君：先生、林復斎うていなんか裁かれたりしなかったの？条約を勝手に決めたからとか、
こ㌧報告しなかつだどか、泡いう理由で、’撰夷側からなんか裁かれたりするようなごと
　　、：はなかつたの？噺．㍉1：1ぺ）二、二こ1、∵1㌧　：∵　　　，‘、∵．㌻∫．い　∵
石川，；それは∴いい質問だね。凝はそこまで確認していないけどに多分ご裁かれるような
・㌍｛∴ことはないと思うご∴ぷごこパ、’・1∴．…ご．’☆∴1パパ・、ヒ1、惑烈，パヶ
，N君：：そうなの？㌧パ…紅；…　＾．、㌻㌧：：：パパ，∵」㌧る　｛1戸・［〆（、㌣㌻・］：～
石川：この人は阿部正弘の絶大な信頼のもとに、どういう交渉をするかどいう∫ことはまか
　　　されているからね。　　　　’・一　　　　　　　　　』　　　　　　”“パ．
N君く：それは、嬢夷の人たちからはどう見られていたんだろ？」、．’∵；：パロ：．1日
石川’；阿部正弘はずいぶん文句を言われたかもねご　．っ三∴一、∴▽　．、∵、ぐ．
．：い∴二∴　　’　1三1パ‘〆ぐ一毛　』　　　＿1：．㌧　・㍉二∵∵、一一i∴㍗　’　川、
6〔k生徒の感想その1．（2000年度）：　．　．．．　∴∴∵い；「にぶ1、1“・・1
二1授業を終えて生徒に感想文を書いてもらった。以下に代表的なものを挙げるぶ、・
二【壬】’∫阿部正弘という人はすごい切れ者だと思いまじた。’白旗を上げなくてはいけない
立場から対等な立場で条約を結んだ点は高く評価できると思います。’もし、情報を幕府の
中だけで処理して条約を結んでいたら、大名達は黙つていなかったのでは…？」1式K．T．）
　【2】「日本とアメリカが、戦争にならなくて、よかったと思いました。」二（A．N．）
　．【3】寸勇気のある人だとおも．う。老中どしてのプライ下もあったと思う。’でも、情報公
開しないでいるのは国にとづて良くないポまた、。各大名にも自分の力のなさを認めること
になる。それほど追い詰められていたとおもう。／戦争は、。’なしで。’・条約という形になつ
たが｛づアメリカに名誉を傷っけられた。㍉でもぐ国民の命は助かちた二えらい人だとおも’う。
今回の日本史の範囲はけっこう難しかったごでも考えるこ1とが多ぐておもしろかった。川
村瑞賢や白旗、∵阿部正弘など、知らなかったことが分かつてよかった。’昔の人もいろいろ
生きるために国を守るためにいろいろ工夫をしてきたんだなあと思った。．、その反対に……
上と下の差が激じくて、’，私はきっと生きていけないとおもう。∫（S．タM．う一
　【4】「もし、外国の圧力がかからなかったら、日本はいつまで鎖国をしていたのだろう。
もし開国してなかろたら今の日本はナイのだから寸∫阿部正弘は開国してよかったとおもう。
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よぐわかんないけど。工（T∴S．）ξ．　‥　　　○∴・㌧　“ア　’　∵’イニゴー，三：
パ【5工「先生の授業は真剣に聞いていれば理解でき、・人物や年代を覚えられれば良いので
。すがご眠い時間帯のせいかご寝てしまってすみません。聞いていれば分がるのでガシバヅ
．テ聞いていようど思いまず。泊本が昔どうあ6そ今に至るか。知らておかなければなら；な
いこと：（ぐり返してはいけない’ごどetc）ノはいちぱいあり：ます。’それは自分が知る気がな
いと覚えられないものです。ヤル気を出してやろう（カナ戊と思います。阿部正弘は今ま
でのやり方をひっくり返して、1人が考えるよりはみんな（全藩主）が日本の今のあり方
を話しだ事は、．歴史を変えだ！rとおもう6」．：（1∴S．）㌔∵1に二、．、で∵㌧三．㌻
　｛6】く「加メリカの自分勝手な考え方にあきれだご特に丁万国公法」め考え方㌧「鎖国を
している≒天理に背く⇒罪」，と決めつけ㌣それを正してやるのが自分達だ！なんていっ
て∴ただ自分達のやる事を正当化しているだけではないか！？：また∴阿部正弘にもあきれ
た㌫÷見正じいごとをやつているように見えるが：・ペリーの再来航の時なんで・正に責任
転嫁しているだけ三！擁夷派に言い訳する時も「林が決めた事だから」と自分の責任を考え
てないし6何か今の日本の政治を見ているようで残念だ。でも、林さんはそんな中、体当
にがんばったんだと思う61ペリーに一杯食わせるなんて！日来和親条約締結後の林さんは
どうならたんだろう？㌧やっぱり地位はあがったりしたんですか？∫（A…T．）’＿
’【7，】：「一度鎖国をしたんだったらずらと鎖国をしていればよかつたのに・∴・1よペリーが
来た時に阿部正弘が情報を公開したのはとてもよいごとだと私は思う。何にしてもエライ
人が上の方だけで情報を持ってて、そこだけでコ、トが進んでいるごというめはキヲイざ」（K．
R∴）」ゴ　・∴ビξ　　一　’∵「・　　　＿，：／　∵、∵∴・…・r㌦㌧”　！
　↓【8】開国しないで鎖国をずっと続けていだらかなりおもしぢい文化が育ったのになと
思っだ∴（みんなやせてたり、ガングロとかもいなくて、ご胴体が長かつたり…こ：）開国の時
期がちょう．ど良がったんじやないかと思う。阿部正弘は頭がいいと思った。江戸時代は華
やかな感じで明るい時代という感じだったげど、ただ明るいのでばなくごぞめ背景に、徹
底じだリザイクル生活や、二人々の知恵がかいま見れてすごいなと感じた。う（S∵M．が
・：1【9．】ユ792，年くぢいから面白くなるね㌧と思つだけど、鎖国という体制をこれだけ長い
間持続じてぷある程度うまくやってきてた白本ってすごいわねえ∴と思つた。そんな中で
鎖国が崩れていうて植民地にされずに1午日本」という国のプライド，を持って外国と交渉
した阿部正弘さんとかは凄い】と思った。ってか感激ですね。：良い意味でい正しレ、イ、ミでの
ナシゴナリ；ズムを見た気がするのだ。（S．A．）　カバ、一．t　∫い“ば∵㌧…㍉1
　【10】’日本がもしずっと鎖国を続けていたらもっとダサい国になっていたと思うので、
ペリ’弓が来てよかつたと思いました。パK．TD‥1㌧「パ　ト’…’“　〒
　｝　　　　　　　　　　・　　、　　　　　　　　　　　・．’1∴：パ，’い汚、　二，｛二㌃
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　2000年度以来、過去11年にわたって、ほぼ同じような内容の授業をじてきたがY’生徒
の感想は実にさまざまである。、開国の是非についてもこ’賛否両論である○どの年度におい
ても共通するのは｛：開国について、自分なりに語る言葉を生徒が持うたどいう印象である。
1洞じ内容の授業をぷ敬和学園大学での寸社会科三公民科授業研究A且の授業におい鴻も、
授業研究の三例と；して行っている。ごその際に÷人の学生が以下のような感想を寄せてく，れ
た。、’㌻∴∴、『；・∴1ノい∬1∵。（∴、パ∵’㌻ゴ「’iごパ卑㌻rつ”㍍．∴ll∴］，ノ（二こ［パ、
∫い㌧い，㍉、㌧il・二、㌧∵∴、㍉三、：㍉パ：’可∵’＝’1：．ぼ　．㌻∫三1川1ビ・」三’］◎に1ぷ）㌻
　　　「私は今日の講義を受けて、教科書には、｛ペリ≒の強硬な態度に押されでど記述さ
　　れているがこ実際には林復斎大学頭が↓ペリーも思わずたじろぐような言い回しを行っ
c…」ておりぷ日本も捨てた心んじゃない時期があったのだなど思ったび／現在はさアメリ
、：、．：力追従外交の姿勢が強ぐ’！アメ1リカの金魚のフンのような国家に成り下がづているけ
1㌫・ど己江戸末期の日本人の中には、アメリ・力人を討論でギャフンと言わせられる人間が
二言存在じており」時代がこうも変わる，と3日本人の体質もガラ沙と：変わり、ご軟弱化して
快1〆二：しまうのかなあと思いました。’／私は、4日本人は何の抵抗もなぐ◎アメぴカの言いな
∵、りになるまま、∵開国を受け入れたと思つていだのでザ阿部正弘や林復斎のよう：な賢者
　　が、アメリガに少しでも噛み付こう．と努力をしていた事を知りC同’じ日本人として毛
己一非常に誇らしく思いました。／また、自分が林復斎の立場だつたらぶペリ」に対する
　C怒りのあまり、戦争を辞さないみたいな返答を行っていだと思うので↓林復斎はペリ、デ
．二］’の強い言い分にも屈する事な‘ぐζ相手の論法を用いぶ相手の前提弔言い分を見事に崩
　　していたので、非常に意志が強ぐ冷静沈着な人間なのだっただろうと思いました∂
ゴ、ン私は、親と喧嘩をしても、∵ついカヅとなってしまfって上記のようには振る舞えない
ll冷ので、／あんなに見事な美しい返答をした林復斎は、本当に賢、く二日々努力を惜しまな
▲1㌧iい人間だったのだろうと思った∴／私は、今日の講義を受けるまで、「歴史を知るごと」
；1∴は丁異文化交流の裾野を広げるこ：ど」だと思っていましたが、今日の講義を受けて・「歴
†史を知ること⊥はミ：「自分の感性（フィーリング）を広げることゴなのだと思いました。
’り：［／今日の講義を受けて、自分の感性を広げれば、‘歴史を深く掘り下げて知ることが出
・”苧?驕Cようになるのだと思いました6／最後に、今日の授業は、’1教科書の中のたうた〔
　∵文に込められた背景を知るという授業だったけれど｛たつた≒文にもこれだけの内容
　　が詰まつている事実を知り、ザ「歴史を知ること上は、ヲ1「自分の感性一（フイ≡リング）を
　　広げること」だけではなく「たった一言に込められた想いや背景を掘り下げる為のア
パンテナを広げること」にも繋がるのではないかと思いまじた。・／そして｛：「歴史の真
　　実を知る」という事は、「歴史に目だけではなく、、身体全体を傾けること」だと思い
　　ました。（2010年度S．K．）
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し7、己生徒の感想その2べ2010年度の敬和学園高校の日本史の授業全体について）三ご・・5
　必このような日本史Bの授業実践を積み重ねて、年度の終わりに日本史の授業全般にわ
たらて生徒に感想文を書いてもらつた6’その結果で次のような感想文が提出されたよ代表
c・∵｝ジ：二，二Cぷゴζ㌻㌧こ引きパ・ぐ．ぶご、」、．∴∵　〆㌧、パ・’いン，．、パ1、’二・．∴∵㍉　・
三；ぺ【11】「日本史こち∀こちゃしてて覚えること多くて苦手だし・「大好ぎ！！ポとは言えない
ですが1声，1年間楽しかったですごノ÷トの中にも∫，？」のままのことも多’く、．∫歴史つて
：ミステリ≡なんだなあ小と思いました。工このできごとの裏にはいづたい何が！？∫とかゴ果
たじてこれは真実なのか！？」∫とかご考えたこともありませんでしたこただ教科書に書いて
．あることが正しくて、1それをまなんでいけばいい、と考えていました。先生の授業で、・；そ
ういった歴史のできごとい人物の裏側まで考えたり知ることができてv「楽しかったです。
そして、その反面、テストには何が出るか分からない、という怖さもありました（笑）ま
た、時代によって文化も価値観も違って、「日本をよくしよう丁とそれぞれが思ってても↓
対立が起きたり…も▼なかなかたくさんの人が一つにまとまるって難しいんだな、と改めて
思いましたこ」’1（1ζミH．’）：τ眉’二’∴∴㌻∵、ざ　　’．．‘’二1∵㌃パ∵い∵
，卍12】二rやっぱり日本史は楽しい。人間どしての器が広くなれる気がする二世界でという
か国内ですが）、にはこすごく立派な人やとんでもない人がいてい時代を動かしたり《・旧本
に新しい考えを生み出したりしていたんだと｛eこの授業を通じて思った。どつちかという
と、歴史っていうものは時間が流れれば勝手に作られるものだと思つていたけれどざ本当
は←人ひとりの人間が生きて；時には命を投げうつてw歴史になっていらたんだなあと思っ
た6今日、今私がこうして平和に定期テストのことを考えていられるのも、そうした先人
たちが、，日本を導いてぐれたからなんだと思うと、’何だか不思議な気がした。一歩選択を
違えていたらこ日本だって植民地になづていたのかも知れないレ‘でそう考えると、‘今の
現状って、すごいんだなあっと、しみじみ考えていました。」（G．N．）　　　・　　’一’
二【13】i「日本史のテスト前に、，人名や年号を覚えることに集中しすぎて、本来知りたかっ
，たTなぜ？∫「どう1じて？」：などの問いについて；深くもつと知識を増やせていけたら；
人生にもっと厚みが出てきて味わい深く物事を考えれるようになれるのかな？と思います。
そこが残念でした㌶日本史は昔の人にとってその時め出来事はぜんぜん歴史でもなかった
わけだし、今、私はこの時代に生きているのですが、なにげなく、、すぎていってるように
見えても、未来、『今のことが歴史とされご授業で習うようになつたとしたら、将来、私た
ちは次の時代の人に何か残せることが出来るのだろうか？と思います。今、1、しっかり、自
分が生きたいように生きていくことが大事だなと思いました♂、あと、’授業で印象に残った
ことは、先生がおっしゃっていた、歴史上の出来事について、自分なりの考えを持って良
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、いということですCこめようなところは、汀倫理工の授業とリンクする所があるな∴と思
います。ゴ（S．M．’）　1二〇、：“　．∴司　二　一　r∴ン／：，∵　　』：2‘1『　㌧’
．【141．「歴史を学んでいるとこいろいろ思うことがあります。こんな時代がまたくるので
はないかとか、こんな時代だったらどうしていただろうかとか、種々様々：部落の問題が
関西ではなく新潟でおこっていたら1私はどうしただろう、何を思うだろうと、授業で習っ
たときふと思いましたごン正直に言えばご」私は授業で習うまで部落問題の汽ぶ”も知りま
せんでじた。．まさかミ教科書に載っていることが現代まで続いているどは思いもよりませ
んでしたレどうして解決してないの？と疑問を持づだこともあります。ジ、それに、雨森芳
洲がいたら日本はどうなつているのだろうかとか、二田沼意次がいたら、、・この不景気な状況
を何とかしでくれるのかなと思うこともあります。1日本史は奥が深いです。おもしろいし、
自分たちの立っている基盤はここからきているということが知れて楽しいです。」（K．S．）
8≡授業の評価と今後の課題∵∵．．　1‘一、∵、
～この開国の授業において、・林復斎とペリーとの外交交渉の場面の説明の際に、生徒の興
味や関心を引き付けることは、ある程度できているのではないだろうか。生徒にとらてこ
の開国の場面は、単に暗記しなくてはいけない歴史的事実としてではなく感じられたので
はないか。、生徒の感想の中にはぶペリーつまりアメリカの強引さに対する反発も見て取れ
る6また、‘外交交渉の場面においてアメリカと対等に渡り合つた幕府役人林復斎の交渉術
（弁論術）の巧みさに感心している生徒もいる。ただ∵そこがら先の展開が乏しいξ　　了
・なにより、阿部正弘や林復斎らが直面した初めて⑳本格的な外交交渉において、彼らが
最も大事に考えていたことは何であったのか、‘それを実現することがどれほど困難なこと
であつたのか、．ということについて生徒一人二人がその時代状況の中に入り込んで、それ
ぞれが意見を持ち、その意見を互いにぶつけ合わせて考え合うというところには到底至っ
ていない。　　　　，　∵1　　　　　二　’　」・　∴　、1、　、ド三．，・∨’
　果たして、生徒の心め中にlT学ぶという事件」を起こすほどの“吟味”を創り出すごと
が出来たか、授業の中で生じた各自の問いをどこまで持続して追及さぜることが出来たか、
これらは今後の大きな課題である6　’．ニ　　　　　　プ㌧、　＼∵　，1．
、ただ、’この開国の授業の内容は生徒にとうて「難しいけど面白い」1と感じられる内容の
一つであることは確かである。　1◆　　　’ド　．：　’‘　∵　’☆、’　．・∵
，歴史の授業には、｛内容とやり方次第で、暗記モノではなく、’生徒の心の中に「学ぶとい
う事件」を起こし、それまでのものの見方や考え方が変わり∴そして、その変化を実に楽
しいこととじて感じさせることのできる可能性が十分に潜んでいる。丁ド　・○、、　　、、
▼冨s・　　’：1　　　　・1　－　’∵1　．《’，1・’ヒパ　　，、誓…二1・、」’ぷ，∵　”　　：∵，
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註　　　　　　　　　　　　　　∵∵’㌧∴∴∴ぷ［’：○：1ピ1二：㎡㌻，∵噺・㌧
（1）林竹二「歴史教育のために」・『林竹二著作集第V巻開国をめぐつて』」984年、p．270。’「子供
　　たちは授業の中で追いつめられて，（厳密にば自分で自分を追いつめて）今までの見方を捨て
　　る。この経験が、子供にしんそこから楽しいのだ。：学ぶというこことは、1何がを覚えるとは別
　　のことだ。歴史教育は、ともすれば、客観的な知識の教授作用とじて理解されがちだが、授
　　業にははげしいドラマがある6パ中略戊自分自芽との格闘があつて、ぱはじめて自分がのり越
6襯えられる∴こうして子供は、‘何かを学ぶのであるδ歴史の場合も例外ではない。授業が成立
　　しないかぎり、どんなに「科学的に」正確な内容が提示されても、それは、絵にかいた餅に
・すぎない。子供の側に「学ぶ」という事件がおきない限り、教えるという営みは、終結しな
　　い。」同書pp．272～273　という指摘は重要である。
（2）林竹二は全国の小中学校、定時制高校等で「開国」の授業を行っている。初期の授業の記録は、
　　1971年9月25日、宮城教育大学付属小学校6年3組で行われた授業の記録として『教授学研
　　究年報1』（評論社、1975年）に掲載された。また、東京都千代田区永田町小学校における「開
　　国」の授業は、授業中の生徒の写真とともに　林竹二『授業の中の子供たち』（日本放送出版協
　　会1976年）の中に記録さ、れている。
（3）ペリー来航時の日米両国の外交交渉は、日本語→オランダ語→英語、英語→オランダ語→日本
　　語というふうに、3力国語を使用して行われた。日本語⇔オランダ語は日本側浦賀詰オランダ
　　通詞堀達之助が担当し、オランダ語⇔英語はアメリカ側通訳ポートマンが担当した。この事実
　　は、ペリー艦隊に向かって最初に日本側通詞堀達之助が発した言葉が「Ican　speak　Dutch！」
　　であったという事実とあわせて、生徒にとっては大きな驚きであり、日米両国の交渉場面をリ
　　アルに感じられる大事な要素である。
（4）2010年度に参考にできる各教科書の記述は以下のとおりである。
　　「アメリカは日本を、対清貿易の中継地や捕鯨船の補給地に利用しようと考えた。このためア
　　メリカは束インド艦隊を再度日本に派遣して開国を求めた。ペリーを司令長官とし、蒸気船を
　　含む4隻の艦隊は、1853（嘉永6）年6月、琉球を経て浦賀に来航した。老中阿部正弘を中心と
　　する幕府は、開国を求めるアメリカ大統領フィルモアの国書を受け取り、翌年の返答を約束し
　　て帰国させた。（中略）翌1854（嘉永7）年1月、ペリーはふたたび来航し、きびしく回答を求め
　　たので、幕府は、ついに日米和親条約（神奈川条約）に調印した。続いて幕府は、イギリス・ロ
シア・オランダとも同様の条約を締結した。ここに2世紀にわたる鎖国は終わった。」（実教出
版社『日本史B新訂版』）
「幕府は対策のないままペリーの強い態度におされ国書を受け取り、回答を翌年に約してひと
　　まず日本を去らせた。（中略）ペリーは翌1854（安政元）年1月、7隻の艦隊をひきいて再び来
　　航し、条約の締結を強硬にせまった。幕府はその威力に屈して3月に日米和親条約を結び、（中
　　略）幕府はイギリス・ロシア・オランダとも同様の内容の和親条約を結んで、200年以上にわ
　　たった鎖国政策から完全に転換した。」（山川出版社『詳説日本史改訂版』）
　　「捕鯨船や中国との貿易船の寄港地として日本に着目していたアメリカは、日本を開国させる
　　ために、東インド艦隊司令長官ペリーを派遣した。ペリーは琉球を経て、1853（嘉永6）年6月、
　　軍艦4隻をひきいて浦賀に来航し、大統領の国書を提出して開国を強くせまった。幕府は国書
　　を受理してひとまずペリーを退去させたが、（中略）翌1854（安政元）年、ふたたびペリーが来
　　航すると、幕府は、通商の要求は拒否したが、日米和親条約（神奈川条約）を結び、（中略）200
　　余年にわたった鎖国はおわりをつげた。」（東京書籍『新選日本史B』）（以上、下線部引用者）
（5）以下、2000～2010年の間に教材研究で用いた主な資料を以下に記す。
　　林竹二　著作集第V巻　『開国をめぐって』筑摩書房、1984年
　　林竹二著作集第W巻『授業の成立』筑摩書房、1983年
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・∴林竹二『授業の中の子供たち』．日本放送出版協会、・』1976年、∵、∴　『　　　　．，　・：：i
］㌍，・加来耕三．『幕末維新通になる本』；オ←エズ出版社こ一．1997年三；・∵：・，○’．㌻，・∵1．1∵』』，ii・：1’｝（の
　　　　　　　ウンぶ新人物往来社編（『阿部正弘のすべて』〈新人物往来社、ユ997年に・バ∴ジ・iで・二、∵㌦ll二V
∴一，松本健ご三・『開国のカ≧たち』・毎日新聞社、・ig94年≡1三二∴」二，・：∵・三．．，：：．、一・ニバ
“’ c父江一郎∴『阿部正弘』‘PHP文庫、2002年ご’：．∵∵∵∵．∴∵、∴∴．∵　1．’．’．∴
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